
救命救急センターを中心に、生命の危機状態にある患者さん・ご家族への

ケアや二次的合併症を予防し早期回復を支援するための多職種間の

調整、倫理調整、スタッフ教育などの役割を担っています。また、看護部

の研修や一般病棟からのケア、倫理カンファレンス、看護研究などの

相談にも応じながら、看護ケアの質向上に努めています。

急性・重症患者看護専門看護師



救急看護は突然に発症した疾病や外傷といった、様々な場面における多様

な患者さんへの対応の初期段階に実施するものです。様々な危機に直面

した患者さんの問題点に向けての速やかな介入や、院内での急変場面の

振り返り、BLSやICLSコースといった蘇生行為の指導を院内で開催し

救急場面における看護の質の向上を目指して指導を行っています。

救急看護認定看護師



感染管理認定看護師は、患者さんを多種多様な感染症から守り、安全かつ

安心な療養環境を保ち、医療従事者が安心して業務ができる環境づくりを

使命としています。対象は患者さんだけでなくご家族、職員など病院に関わる

全ての人と環境です。また、感染症の広がりにより私たちの活動は地域

でも求められています。研修や講義、ラウンドを通して院内だけでなく

地域の方々への貢献を目指しています。

感染管理認定看護師



皮膚・排泄ケア認定看護師

褥瘡発生を予防するために院内勉強会の開催や看護実践場面での指導

を行っています。褥瘡対策チーム活動では医師、薬剤師、栄養士など

他職種と協働して褥瘡治療計画を検討し、早期治癒に向けて

取り組んでいます。ストーマ外来という看護師による専門外来も

行っており、人工肛門のある患者様のケアや相談対応を

行っています。



認知症を抱える方は、体調不良や生活環境の変化があると周辺症状

といわれる認知症の行動・心理症状を生じることがあります。入院した患

者さんには、身体症状の苦痛緩和と共に、慣れ親しんだ入院前の環境

や生活習慣を継続できるよう看護することが重要であり、安心して療養

できるよう病棟看護師と一緒に考えながら支援しています。

認知症看護認定看護師



主に外来化学療法室で抗がん剤治療を受けられる患者さんが、安全に

安心して治療を完遂・継続できるよう、薬剤やその副作用及びケア方法

等を患者さんやご家族の状況に合わせてお伝えし、サポートを行っていま

す。また、病棟スタッフからの化学療法に関わる相談への対応も行って

います。もし、化学療法看護に興味がある方がおられたら、ぜひ

一緒に働きましょう。

がん化学療法看護認定看護師



緩和ケア認定看護師

緩和ケアとは、病気によって起こる身体や心、生活上の様々な「つらさ」

を和らげるケアです。終末期に限定したケアではなく、病気が分かった時

から、治療と並行して提供していくことが大切です。主治医をはじめ、

関連する職種と連携しながら、医療やケア、過ごし方などを共に考え、

患者さんやご家族にとって質の高い生活が送れるよう支援しています。



がん放射線療法看護認定看護師

がん放射線療法看護認定看護師の役割は、治療を受けられる患者さん

やそのご家族の意思決定支援や、治療効果を最大限に完遂できるよう、

セルフケア指導や症状のコントロールを行うことです。患者さんが安心して

治療を継続できるよう、医師や放射線治療専門技師、薬剤師

など多職種と連携しながら患者さんに寄り添える看護を目指しています。



心不全患者さんとそのご家族に対して、急性増悪期の看護介入と、再発

予防に向けた専門的な指導・相談・支援を行います。疾患を抱える患者さん

の心不全増悪因子のアセスメントを行い、心機能に応じた療養生活を

患者さんと共に考え、他職種とともに患者さんやご家族が安心して

住み慣れた場所で療養生活が送れるような支援を行っています。

慢性心不全看護認定看護師
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